






















咫烏の嘴の一突きによって人間界に運ばれた存在であることを、冒頭と末尾で反復して語り 強調する。つまり、桃太郎の人界への登場 神武天皇東征に際 道案内を務め、天皇を大和へ導いた八咫烏
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に助けさせ



















抜きにして、芥川の桃太郎観は語れないも と思っている。 （略）見逃し得ないのは、 「僻見」 （ 『女性改造』大正一三・三─九）中次の一章である。 （傍線引用者、以下同じ。 ）

















に突き落とす、極悪非道な桃太郎一行は、暴虐で理不尽な存在に他ならず、そこには侵略行為、あるいは暴力それ自体に対する批判がたしかに読み取れる。また、空腹を抱え 無産階級（犬・猿・雉）を黍団子半個で囲い込み、危険を伴う外征の伴とする昔話「桃太郎」には、資本家と無産階級を巡るいびつな関係性を指摘し得 余地が十分にある。以上に見たとおり、先学の見解はいずれもきわめて説得的だ。一方的な侵略や暴力、あるいは搾取の主体である桃太郎が 「わ もの」 「ならず者」としてポジショニングされて ことは論を俟たない。
しかしながら、芥川『桃太郎』には、悪辣漢桃太郎に対する批判や批
評を展開する小説と捉える従来 解釈 、説明の尽くせな 謎が存在する。
　
人間の知らない山の奥に雲霧を破つた桃の木は今日もなほ昔のや




なぜ小説の語り手は、桃太郎に代表される桃実が孕む存在を 末尾で〈天才〉と呼び換えるのか。 『桃太郎』の文脈を丁寧に辿ってみても、気随気儘な悪辣漢、桃太郎を、 〈天才〉と呼び換える理路は見出せない。〈天才〉を、単なる揶揄や皮肉として解釈すれば、辻褄を合わせることは可能だが、それでは結末に二度までも〈未来の天才〉の語を畳み込む必要 認められず、蛇足の感が拭えない。『桃太郎』を、植民地主義や侵略行為への批判を眼目とする物語と読む場合、腑に落ちない点は上記にとどまらない。以下は、活字化に際し
て削除された草稿中の一節である。
桃太郎の本国へ帰つた後、鬼が島の知事になつたのは武断主義の犬である。犬は就任すると同時に、今後角を生やしてゐる鬼は死刑にすると云ふ布告を出した。 （略）桃太郎の考へに従へば、桃太郎は勿論犬猿雉はいづれも角を生やしてゐない。然るに鬼は子鬼から年とつた鬼に至る迄、悉角を生やしてゐる。すると鬼の鬼たる所以は角にあると云つても好い。既に角にあるとすれば、完全に角を取り除かない限り、鬼を治す こと 来ぬ筈である。
（７）















するような教化の道具に利用する、教訓性が強調されるものになってくる。この明治期に桃太郎像は教訓の衣を着る。小波は、鬼が島征伐の理由づけをはっきりあたえる。皇国日本にあだをする憎き奴だから征伐するというのである。 （略）明治政府の打ち出した皇室主義の教学思想に同調する方向において「桃太郎像」を描いているといわなければならな 。小波は後年こ 部分を書き改めて明朗闊達な桃太郎像を描く方向に進んでいくが、すくなくともこの明治二十七年の時点における『桃太郎』は、神格化され、皇国主義思想に彩られたものであることは否定でき （略）日清戦争という戦時色も強まる情勢が背後に動いていたのである。
巌谷小波の『桃太郎』が、 『日本昔噺』シリーズの第一編として博文
館から上梓されたのは、一八九四年だが、一九〇三年にも、やはり小波による『校訂日本昔噺桃太郎』が出版されている。刊行時期に約一〇年の開きがある両者の異同は、小さくない。たとえば、鬼の酋長の改心と命乞いにもか わらず、 「法の下」に仮借なく彼を斬罪に処し、剰え「鬼瓦」に変じて晒しものにするという、桃太郎の酷薄非情な所行は、後者では削除されている。こうした、初版にのみ見られる桃太郎の振る舞いは、も や勇猛を踏み外した暴挙でしかない。だが興味深いことに そ
のような非難は、必ずしも当時の読者と共有できないようだ。 『日本昔噺桃太郎』に付された坪内逍遙の序文には、 「あはれ此のあどけなきお伽物語、さゞ波君の筆にうつされて、可憐無邪気の詩となんぬ」 （春のや主人「序」 ）との一文が見られるのである。
現代の読者なら違和感を禁じ得ないであろう、桃太郎一行の暴状に対
する、同時代の無頓着あるいは寛容は、一体何に起因するものなのか。『日本昔噺叢書』全二四冊（博文館、一八九四～九六）が、 『日本昔噺（東洋文庫） 』 （平凡社、二〇〇一・八）として復刻された際 付けられた上田信道の解説に 興味深い一節が見られる。
欧化主義への反動や不平等条約に代表される欧米諸国への反発から、わが国の伝統を見直そうという気運があった。そうした気運の中でこの叢書が企画されたことは決して偶然ではない （略）朝鮮半島では日清両国の軍事的緊張が高まっていた。 （略） 『桃太郎』は日清両国の開戦必至という高揚感の中で執筆され ことがわかる。（略）明治国家が初めて経験する本格的な対外戦争に際して小波の高揚する感情を反映した所為であったと解すべきであろう








郎として童話化され、主として幼児絵本や低学年の読みものになって普及する。団子を交換条件にせず、自主的に家来になるとか、 『一つはやれぬ、半分やろう』がふつうであったのに、気前よく一つまるごとやるとか 降参した鬼をゆるしてやるとか、鬼が自発的に宝物をさし出すといったふうに侵略行為的な『分捕り』が訂正されてくるのである。／ ころが昭和初頭のプロレタリア児童文学では、黍団子半分ずつで雇った桃太郎が搾取者として描かれ（略） やり違う立場から教化に利用されていく。
と指摘するように、桃太郎は傑物らしく仕立て直され、児童教化の材料として、広く利用されるようになった。初等教育の現場で 普遍的な〝義〟の英傑としての桃太郞を積極的に流布していた様子は 尋常小学校の教科書に明確に刻まれている。一例として、 『修正尋常小学読本教授細案
 巻１』 （目黒書店、一九二五年）を参照してみよう。本書によれ
ば、教授上の「主眼」は「桃太郎の童話を知らしめると同時に尚武的気象等の養成に資す」点 置かれている。また、 「教法」欄には、 「猿・犬・雉等については（略）どこまでも桃太郎を主人公とし、これ等は義の味方者として、副次的に取扱つてよい」とある。注目すべき 、孝や忠義協調協力 いった要素が重視され は ても、あく で〈主眼〉は、 「尚武的気象」の育成に置かれている点だ。芥川『 』と同時期の尋常
小学校の教室で、 「桃太郎」を使った武勇を尊ぶ心の涵養が、意識的に施行されていたことに傾注しておきたい。
ところで、さきに取り上げた小波の『桃太郎』と、芥川の『桃太郎』
とは好対照を成し る。小波『 』が、 「桃太郞」の普及に絶大な貢献を果し、近代における「桃太郞」の定型作りに寄与した事実を考慮すれば、それと芥川『桃太郎』 の差異を明確にしておくことは、後者の個性を把握するための有効な補助線 なるはずだ。以下で、鬼が島征伐の動機を例に、両者を比較対照してみたい。
［小波］
　『 （略）鬼心邪にして、我皇神の皇化に従はず、却て此の蘆














































右の評論は、 〈天才〉が迫害され始めた現状を敏感に捉え、 「一切の文化は実に天才によりて進歩発展す、文明の本領は独創に外ならざればなり」との立場から、 「天才崇拝」の必要性を訴えるものである。 こで強調したい は、筆者が当時を、 「尤も天才を迫害しつゝある
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」時代と





follia, 1864 ） 、ならびに『天才論』 （
L
'uom
























































ば、天才的所行も狂気 末の所行も、常人の行いから逸脱している点で違いはない。そうしたデヴィアントが〈天才〉と呼ば るか〈狂人〉見なされるかは、行為 性質に基づくのではなく、又行為者 性質に基づくのでもなく、ひとえに行為の社会的有効性の度合いに基づくものに他ならない。す わち〈狂人〉と〈天才〉 間に差異はな 。このように、行為や行為者に対する評価軸を、動機や過程ではなく、結果のみに置く新田の主張には、 「微笑を交換して口を噤」んでしまった『路上』の登場人物同様、多くの読者が首肯し兼ねるであろう。モラル 欠けると感じられる主張に賛同するのは 居心地が悪い。かといって、容易に反駁できないのもまた、登場人物たちと同様ではな だろうか。
さきに、ロンブローゾをはじめとする天才狂気説の流通と連動して、






とを躊躇わない新田的態度と、一個の無頼漢を〈天才〉と呼び換える『桃太郎』との近似性を意識 つつ 次章では、 善悪の彼岸〉に立つ〈超人〉と、 『桃太郎』における〈天才〉 の連関について考察を試みたい。
四
　〈天才〉と〈超人〉
『桃太郎』の研究が、関口安義の発見によって大きく展開したことは前述のとおりである。以来、関口が引用した「予の最も嫌悪する日本人は鬼が島を征伐した桃太郎である」 （ 「僻見」 ） いう 芥川との会談中の章太炎の言葉はしばしば参照されてきた。ところで、この一文を元の文脈に戻して読み返してみると、記述の中心が「桃太郎」にではなく章題にもなっている「岩見重太郎」に置かれていることが分かる。ここでは、先学が省略した部分に目を向けてみたい。「僻見」の第二章「岩見重太郎」は、豪傑岩見重太郎の生命の富饒を軽蔑し得ないのは、 「あらゆ 架空の人物」のそれを軽蔑できないのと同じ理屈によると述べる。つまり、岩見が架空の豪傑であるがゆえに、その生命を永遠に永らえること 、例えばファウストやマクベスの場合と同様だと説くのである。こう語った直後に、架空の豪傑「桃 」巡る章太炎とのエピソードが挿入されている。
まだ如何なる日本通もわが章太炎先生のやうに、桃から生れた桃太
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岩見重太郎は（略）生命に富んだ、軽蔑すべからざる人間である。（略）僕の岩見重太郎に軽蔑を感ずるのは事実である。 （略）けれども岩見重太郎は如何なる悪徳をも償ふ位 大い る美徳を持ち合せてゐる。いや、必しも美徳ではない。寧ろ善悪の彼岸に立つた唯一無二の特色である。 （略）兎に角重太郎の強いことは天下無敵と云はなければならぬ。かう云ふ強勇はそれ自身我々末世の衆生の心に大歓喜を与へる特色である。 （略）我々の真に愛するものは常にこの強勇の持ち主であ 常にこの善悪の観念を脚下 蹂躙する豪傑である。我々の心は未だ嘗て罪悪の意識を逃れたことはない。 （略）豪傑は我々のやうに罪悪 意識に煩はされない。 我々はかう云ふ旺盛なる「 」 我々 心を暖め 生命の炎を感ずるのである或は我々の到達せんとする超人の面輪を感ずる である。／まことに我々 熱烈に岩見重太郎を愛してゐ 。 （略）重太郎は牢破りと共に人間の法律を蹂躙し、更に又次の狒退治と共に神と 偶像の法律をも蹂躙したと云は ければならぬ。
〈善悪の彼岸〉に立ち、我に従い、天の法も人の法も無関係に事を成す豪傑のみが、変革をもたらすことができる。岩見重太郎は、道徳を超越
しているがゆえに軽蔑すべき人間であり、かつまた「軽蔑すべからざる」人間なのである。飽くまで、無法者だからこその豪傑なのだ。












の意図の善／悪と関わりなく、結果のみによって判断していた〈道徳以前〉 時代 価値観を取り戻そうと呼びかける。道徳以後の時代、すなわち近代社会を支配する〈宿命的な新しい迷信〉は、ある行為に対する価値決定の基準を、行為の結果では 意図に紐付けし、意図の道徳性善悪こそが重要だとする認識を普及させた。 『善悪の彼岸』が説く は、そうした近代社会の価値観を転換させ、道徳以前の時代 価値観に立ち返ることの必要性である。ちなみにそ 主張は、 『ツァラトゥストラはかく語りき』 （一八八三～八五）で既に、分かりにく 語られていたものと同様である。明晰な言葉に置き換えられた同一のメッセージの反復は、大正時代の読者にとっても、滲透しやすかっ ことだろう
他者や隣人のために、というような感情は、道徳的であろうと心がけ
る人間にとって、受け入れやすいものだ。しかしそうし 感情は、いつの時代にも有効なものとは限らない。外圧そ 他によって追い詰められた社会は、急速な進歩の必要性に迫られる。そうした が き詰まりを打開するためには、一切 道徳的偽善を とせずに行動し、命令下すことのでき 〈天才〉 、あるい 〈超人〉の出現に俟たねば らないと、ニーチェは語っている。




以上に見てきたように、 『桃太郎』と同時代の言説の中で、桃太郎と岩見、岩見とニーチェが結びつき、そして岩見とニーチェ 結びつきを介して桃太郎とニーチェ、 〈天才〉と〈超人〉が結びつく。このような見取り図を前提とすることで、はじめて『桃太郎』の〈天才〉を解釈する通路は、開かれるのではないだろ か。
昔話「桃太郞」は、小波によって近代の童話にリメイクされる以前か







































鬼たちにも生活があり家族がいることに着眼した「桃太郎」も十分珍しいが、鬼たちが育んできた芸術・文化を特筆 た「桃太郎」はさらに珍しい。芥川『桃太郎』の桃太郎は、芸術・文化 蹂躙した恕すべからざる悪として、疑いを差し挟む余地なく明確に位置づけられている。『桃太郎』は〈天才〉を決して肯定してはいない。暴力を嫌悪し同時に強く恐怖するのは きわめて一般的な感覚である。そういう当 り前の主体が、今日危うく保たれている平和な日常や 文化芸術への敬意の崩壊しかねない逼塞 た時代状況に置かれたと 、 〈善悪の彼岸〉にいる〈天才〉の出来を拒絶 得ないと う現実を、 『桃太郎』は余す ころなく捉え、伝えている。ところで、正義を愛し暴力を嫌う主体にとって、歓迎せざる〈天才〉
























































an of genius. 1891 ）から










































に通じているとされていることも注目されよう。 （略）大震災直後の日本人読者に対して、この言葉がいかにインパクトを持っていたかは想像にかたくない」 （ 「文学研究論集」二〇〇七・三）との発言が見られる。
（
19）　
京文館、一九二三・一二。
（
20）　「震災予防調査報告」 （一九二一・三） 。
【付記】
『桃太郎』の引用は、岩波書店版『芥川龍之介全集』一 巻（ 九六
九）より行い、旧字体は新字体に改めた。
